
設計コンセプト

外部吹き抜けで開放的な空間を演出

東急不動産株式会社
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キャンパスヴィレッジ千歳烏山　完成

　施工のポイント　　　　安全管理徹底で鉄道近接工事を完遂
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（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　５月１８日　（木曜日）

外部吹き抜け

　キャンパスヴィレッジは学生が仲間と出会い、学び、
安心して過ごせる環境をコンセプトにした学生寮です。
コンセプトを形に生かすことを考えました。
　５階建ての１階には仲間たちとコミュニケーションが
取れるラウンジ兼食堂を中心に、集中して勉強ができる
スタディルームをレイアウト、コモンスペースを通りプ
ライベートルームに向かうようにしました。

　コロナ禍の計画ということもあり、キャンパスヴィレ
ッジ初の試みとして、スタディルーム横にはWeb会議
に対応可能な個別ルームを設置しました。
　エレベーターホールの２階より上層部を外部吹き抜け
とし、開放的な空間演出と建物全体としてのつながり感
を出しました。
　プライベートルームはプライバシーが保たれるととも
に、下部が収納など自由に使えるハイタイプのベッド、
壁一面に有孔ボードを設置し自由に使える壁、黒いアイ
アンで吊るした天然木の棚など限られた空間の中でも工
夫を凝らした部屋となっています。

株式会社フリークス　渡辺　千華
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　このたび当社と日鉄興和不動産が東京都世田谷区で開
発を進めてきた「キャンパスヴィレッジ千歳烏山」が完
成いたしました。本物件は京王線千歳烏山駅から徒歩４
分に位置する全戸の学生レジデンスです。当社が展
開する「キャンパスヴィレッジ」シリーズ初となる世田
谷区での開発で、計画地は多くの大学や専門学校などに
アクセスしやすい好立地にあります。

　当レジデンスでは全タイプ・戸の住戸を設けま
した。全室・家具家電付きで、エアコンや洗濯機、ベッ
ドなどに加えて独立洗面台を完備しています。専有部や
共用部に建築廃材を利用したベッドや非石油製品の机、
ヨットの帆を加工したクッションなど再生原材料を活用
した家具を設置しているのが特徴です。使用後は家具版
のサーキュラーエコノミー（循環経済）に基づいてリペ
ア、リユース、リサイクルに取り組んでいきます。また
各製品には原材料からの加工工程を説明するボードを掲
示し、学生が環境知識を学べるようにしました。
　入居によって環境への関心が高まり、ＳＤＧｓ（持続
可能な開発目標）の意識が醸成されることを期待してい
ます。当社では今後開発する学生レジデンスにも、入居
する学生が「環境を学ぶ」きっかけとなる施策を提供し
てまいります。

■工　事　名　称：（仮称）千歳烏山計画
■工　事　場　所：東京都世田谷区南烏山４－－
■建　築　主：東急不動産株式会社、日鉄興和不動産株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■階　　　数：地上５階
■構　　　造：ＲＣ造
■設計・監理：株式会社フリークス一級建築士事務所
■施　　　工：京王建設株式会社
■管　理　運　営：株式会社学生情報センター
■工　　　期：年月１日～年３月１日

写真提供：京王建設
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